
平成２１年３月６日

運輸安全委員会事務局

ノースウエスト航空機の事故について

平成２１年２月２０日に千葉県銚子沖上空で発生したノースウエスト航空機の事故につ

いて、回収したデジタル飛行データ記録装置（ ）のデータを当委員会と米国国家運DFDR
輸安全委員会 ＮＴＳＢ が解析した結果 発生地点が成田空港の南南西約１７４ｋｍ 三（ ） 、 （

宅島空港の北約３０ｋｍ）の公海上と判明した。

公海上での事故と判明したことにより、国際民間航空条約第１３付属書に基づき運航機

の登録国である米国が調査を実施する責任を有することとなるが、当委員会が初動調査を

実施していることから、両委員会で調整した結果、当委員会が米国よりの委任を受け、米

国の全面協力のもと引き続き調査することとした。

○２月２０日に公表した発生場所

成田国際空港の南南東約７０ｋｍ

○今回判明した発生場所

成田空港の南南西約１７４ｋｍ（三宅島空港の北約３０ｋｍ）の公海上

問い合わせ先

運輸安全委員会事務局総務課広報室

（ ）広報室長 大須賀 内線５４－１３１

（ ）課長補佐 赤 平 内線５４ー１３３

代表 ０３－５２５３－８１１１

直通 ０３－５２５３－８８１９
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